
Ｈ29年度教育課程拠点校取組実践事例 

〔本時６／７〕

☆段落の関係性を考え意味付けることで，よりよき学びを実感する！ 

  ～子供を見取る場とその実際～    

【本時での発言から】 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ児による本時の振り返りから】 

〇ぼくは国分さんの順番は，後ろに行くにつれて（６段落までは）どんどんくふうしてい

る順になると思います。７段落は他の（段落）とちがっています。他の段落はできた物の

すがたをかえているけど，７段落の植物は，できた時にはもうすがたがかわっているとい

うことが最大のちがいだと思います。国分さんの分け方（事例の挙げ方）は 5点（満点）

です。わけは，つなぎ言葉を使っていたからです。今日の勉強が人生，最高です。  

○本教材は，大豆やその加工食品について書かれたもので，児童にも身近なものである。ただ，大豆の加工食品は，見ただけでは原料が大豆とは分から

ないものも多く，児童に新鮮な驚きをもたらすだろう。自分の食生活や日本の食文化を見つめ直すことにつながり，食育という観点からも貴重な題材

である。 

〇構成としては，大豆をおいしく食べるための工夫を 5つの例で説明している典型的な解説型の文章であり，文章全体は「初め」「中」「終わり」の組み

立てになっている。「中」の段落は並列の関係にあり，各段落の最初の文が，説明の中心になる文である。また，各事例の並び方や写真との対応など，

さまざまな点で，読者に内容を分かりやすく伝えるための説明の工夫がみられる 

〇本教材の学習で子供たちに働かせてもらいたい言葉による見方・考え方は「段落の関係性を考え自分なりに意味付けること」と捉えた。具体的には，

筆者の説明の工夫を考え対話するなかで，段落相互の関係（接続詞の役割や事例の順序性）について，より深い学びを期待したい。 

 

本校研究テーマの具現化として「比較」「選択」の場や「自己決定」の場を意図的に設

けることで，児童の主体的・対話的な態度を引き出す授業展開を工夫した。具体的には学

習の中に「自分たちのランキング作り」の活動を取り入れ，文章を詳しく読む必然性と，

筆者の述べ方の工夫に気付くような思考の流れを促すことを意図した。 

＜見方・考え方を働かせる言語活動の場＞ 

①事例を分類する活動を通して，筆者が工夫を視点に 

段落構成していることに気づかせる。 

②大豆食品の「すがたをかえた順ランキング」を考える言 

語活動を行い，各段落の読解を深める。 

③「一番ちえを使っているのはどの食品だろう」の発問で 

自己決定を迫り，児童の主体的な思考を促すところから 

はじめる。次に，「では，国分さん（筆者）は食品をどの 

ような順にならべて説明しているだろう。」の中心課題に 

ついて話し合うことで，筆者の事例のあげ方の工夫に気 

付かせる。【検証授業とした本時（６/７時間）】 

④ 次の（作文）単元へつな 

げる言語活動として，他 

の大豆の活用例を一つの 

段落として短い文章に書 

き表す。 

 

【本時の板書】→ 
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７段落は題名に

「すがたをかえ

る大豆」とある

から、７段落は

必要だと思う。

もやし、えだ豆

も、すがたをか

えた大豆（の例）

だと思うから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ぼくは、大豆の形や色がわかりやすい順。（つま

り）形や色が残っている順になっていると思う。 

いり豆と黒豆（３段落）は作り方が簡単で，５

段落からちょっと難しくなる。作り方の簡単な

順じゃないかな。 

発見！筆者のせつめいのくふう 

～「すがたをかえる大豆」（7時間）～ 

 

１．「すがたをかえる大豆」って！？☆ 

○「はじめ」「なか」「おわり」に分けよう！ 

〇「なか」にはどんな大豆食品がでてくるかな？ 

 

２．「すがたをかえる大豆」を読もう。☆☆☆☆☆ 

○「はじめ」「おわり」には、どんなことが書い    

てあるのだろう。 

〇国分さんは，くふうごとに分けて 

説明している。 

〇よく読んで「すがたをかえた順」 

と「一番ちえを使っている順」のランキングを 

作ろう。 

○国分さんは，わかりやすい順に 

説明している。 

 

３．なりきり自己しょうかい作文を書こう。☆ 

○「すがたをかえるお米」のれいとして『おもち

しょうかい作文』を書こう。 

大豆は、どうやって

すがたをかえている

のかな？ 

学習したことを 

使って書いて 

みよう！ 

「
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第３学年 単元名「発見！筆者のせつめいのくふう」 

          教材名「すがたをかえる大豆」 
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